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各分科会の研究の概要

〈第3学 年〉… 一人一人が見通 しをもって問題解決 を行 うための指導 計画や 手立ての研

究 を行 った。一人一人が見通 しをもつため には、課題 をもてるような 自然の事物 ・現象 との

出会 いや 、比較 しや すい条件 を意 図的 に作 り出す ことが大 切である。 このための教材、教具

の開発、学 習カー ドの工夫、比較す ることに視点 をお いた問題解決の活動 に近づ くよ うな学

習過程 の工夫 を行 った。

〈第4学 年〉… 調べ ることをテーマに研究 を進 めた。調べ る力を 「進んで観察、実験 を

行 う態度」 「自然事象 に出会 って感 動す る気持 ちや 動植 物 を大切 にす る気持 ち」 「変化 とそ

の要因を抽 出で きる力」 「主体 的な問題解決 の活動 を通 して、実感 を伴った理解がで きるこ

と」 とと らえた。具体 的な手だ として、自然の事物 ・現象 とその要因 とを関係付 け られ るよ

う指導計画の工夫 と教材提示の工夫 を行 った。
'
〈第5学 年〉… 計画的に問題 を追究す る力を育てるため に 「ものづ くり」と 「課題選択 」

を柱 と して研究 を進 めた 。 「ものづ く り」では、製作過程その ものが問題解決 の過程 となる

ように した。「課題選択」では、興味 ・関心を高め 、見通 しをもって調べ られ るよ うにした。

また、 自然の事物 ・現象 にかかわ る条件に 目を向けて問題 を追究す る ことができるよ うに手

だての工夫 を行 った。

〈第6学 年〉… 児童 一人一人が 目的意識 をもち問題 を多面的 に追究できる指導計画の作

成や指導の手だての研究 を行 った。児童一人一人の問題意識 を高める工夫や 目的意識 をもっ

た追究活動ができるよ うな学習カー ドと教材の工夫 を行 った。さ らに、児童一人一人が見通

しをもって追究 した結果か ら、様々な視点で考 えを整理する場や、情報交換の場 を設定 した

りするな ど、多面的 に追究 し、自分の考 えを深め られ る場面 についての工夫を行 った。
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1研 究主題 につ いて

1主 題設定の理由

平成14年 度 よ り完 全実施 され る学習 指導要領は、社会の変化 を踏 まえた新 しい時代 の教育

の在 り方 と して 、ゆとりの中で特色ある教育活動 を展 開する とともに、児童 に豊かな 人間性や

自ら学び自 ら考 える力などの 「生きる力」 を育成することに重点 を置 いて いる。

これ を受 けて理科では 「自然 に親 しみ、見通 しをもって観察、実験 な どを行 い、問題解決の

能力 と自然 を愛す る心情 を育て るとともに自然 の事物 ・現象 についての理解 を図 り、科学的な

見方や考 え方 を養 う。」が 目標 として示 された。 目標 に新た に付加 され た 「見通 しをもって」

は、 自然の事物 ・現象 に主体 的取 り組む ことによって 「生きる力」が形成 され ることを意識 し

て示 している ことか ら、主体的な問題解 決の活動 を一層重視 していかなけれ ばな らない。

児童が 自然 に親 しみ、見通 しをもって観察、実験 を行 うため には、学習内容 を自然体 験や 日

常生活 と関連付ける とともに、 自然環境 と人間のかかわ りを一層重視する ことが必要である。

しか し、児童の生活に 目を向 けてみる と、都市化 の進展な どに伴 い、 自然体験 が不足 し、身近

な 日常 生活 の中で、 自然環境 とのかかわ りや 自然の事物 ・現象 に気付 くことが少なくな ってい

る。そ こで、児童が身近な 自然 に触れ合 い、体験す る活動を積 み重ねて いくことで、 自然の事

物 ・現象 に自 ら目を向け、自分たちを取 り巻 く自然環境 に主体 的に働 きか けてい くことができ

るであろ うと考えた。

さ らに、児童一人一人が主体的 に見いだ した問題を見通 しをもって追究す ることで 、問題解

決の能 力、科学的な見方や考 え方が高ま り、 自然の美 しさや不思議 さ、神秘 さな どを実感 して

いける もの と考えた。

以上の ことか ら、本研究主題 「一人一人が見通 しをもって観察、実験 などを行 い、 自然 に対

する見方や考 え方が高まる指導の工夫」 を設定 した。

2研 究主題の とらえ方

理科の学習 は、児童の既有 して いる様々な 自然 について の素朴な見方や考 え方 を、観察、実

験な どの問題解決 の活動 を通 して少 しずつ科学的な ものに変容 させて い く営 みである といえ

る。本研究で は 「一 人一人が見通 しをもって観察、実験 な どを行 い」、 自然 の事物 ・現象 につ

いて感 じ、考 え、実感す ることによって 「自然に対する見方や考え方が高まる」 と考 え、研究

を進めた。

(1)「 自然 に対する見方や考え方が 高まる」 ことについて

「自然 に対 す る見 方や考 え方」 には、 「自然 を

愛す る心情や態度(科 学的な見方や考 え方の 中だ 自 然 に 対 す る 見 方 や 考 え 方

けに とらわれず 、広 く自然 にかかわ り、大切 に し 科 学的 な見 方や 考え方

て い こうとす る心情や態 度 も含 め、大 き くと らえ

た。)」「問題解決の能力」 「自然に対す る理解 」「科 自然を 問題解決 自然に対

学的な 見方や考 え方(問 題解決の方法や 手続 き。 愛する心情 の能力 る理解

結果、お よび概念。自然に対す る感 じ方や考 え方)」

が含 まれているものとして考 えた(右 図参 照)。
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それ らを高めるため には、 自然 の事物 ・現象 に興味 ・関心 をもち、そ こに問題 を見 いだ し、

それを見通 しをもって問題解決 の活動をす ることが大切で ある。そ して、 この問題解決 の活動

を累積す ることによって、 自然 に対す る見方や考 え方が高 まって いくと考え られる。

(2)r一 人一人が見通 しを もって観察、実験な どを行い」 につ いて

「見通 しをもって 」 とは、学習指導要領解説理科編 による と、

・まず、自 らの予想や仮 説、構想な どを発想する。

・次に、発想 した予想な どが実際の事象 で起 こるか ど うか を確 かめるため、

観察、実験な どの方法(予 想な どを 自然 の事物 ・現象で検討す るための手段 ・方法

(=理 科特有 の検 討の形式))を 工夫 し、実行す る。

また、見通 しを もった問題解決の活動 には、次 のような意義があると示 されている。

① 見通 しをもつ ことは、児童が 自己の責任 において 問題 を解決 して いく活動や場 を保障

す ることになる。(→ 自己責任 の自覚 ・一層主体 的になる問題解決の活動)

・そのためには、児童一人一人が発想 した予想や仮説、構想 を尊重 し、それ に基づ い

て観察、実験 な どの活動 を進 めることを推奨す る必要がある。

② 見通 しをもつ ことによって 、予想や仮説、構想 と、観察、実験 の結果 の一致、不一致

が明確 になる。(→ 自分の考 えを絶えず見直 し、行 動を改善す る態度)

・両者が一致 した場合:「 予想や仮 説、構想」を確認 した。

・両者が一致 しな い場合:「 予想や仮説、構想」 ある いは、「考案 した観察、実験 の

方法」 を振 り返 り、それ らを見直 し、再検討す る。

③ 自然の事物 ・現 象の性質や規則性、真理な どの特性 に対す る考 え方の転換である。

・自然の特性 は、人間と無関係 に自然の中に存在す るのではなく、人間がそれ(自 然

の特性)を 見通 しとして発想 し、観察、実験な どによ り検 討 し承認 したもの(人 間

の創造 の産物)で あるという考 え方 に立つ。

これ らのことを踏 まえ、児童一人一人が、学習 の過程 において、「思いや願いを もって」 「予

想 をもって 」 「構想 を もって 」 「計画 を もって」 とい うよ うな見通 しを もって、観察、実験 な

どに取 り組む ことが重要であると考える。 また、教師が 「児童の 自然に対する見方や考え方が

高 まった姿」 を明確 に して、授業 を進めることが大切で あると考えた。そのために、児童の実

態を把握 し、指導 のね らいを明 らかに して、意 図的な働きかけを行 う必要が あると考 えた。

そ こで、以下のような視点で研究 を進めてい くことにした。

① 一人一人の児童が、 問題 を自分 のもの として とらえ、主体 的に学習活動が展開できる

よう、児童 に自然の事物 ・現象 に対す る興味や問題 を追究 して いく意欲 を高める工夫。

②

わ りが もて るよ うにす る工夫。

③ 一人一人 の児童が、観 察、実験な どの結果か ら、

よ うな学習過程や手だての工夫。

一人一人の児童が
、予想や仮説、構想な どの見通 しをもち、追究活動 に対 しての こだ

自然に対する見方や考え方が高まる
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3研 究の構想

児童の実態 育てたい児童像 理科の目標

・都市 化の進展などに伴い、

自然 体験が不足 している。

・身近 な日常生活の中で、 自

然環 境とのかかわ りや自然

の 事物 ・現象に気付く こと

が少なくなっている。

・積極的に自然にかかわり問

題を見いだす子

・見通 しをもって課題を追究

し解決できる子
・自然に対する見方や考 え方

を高め生活の中で役立てよ
うとする子

自然に親 しみ、見通 しをも っ

て観察、実験などを行い、問

題解決の能力と自然を愛する

心情を育てるとともに自然の

事物 ・現象についての理解を

図り、科学的な見方や考え方

を養う。

全 体勲 主
r一 人一人が見通 しを もって観察 、実験 な どを行 い

自然 に対する見方や考え方が高まる指導の工夫』

分科会主題

3年 4年 5年 6年

一人一人が思いや願い

をもてる活動を通 し、

比べながら調べる力を

育てる指導の工夫

自然の事物 ・現象の変

化とその要因を関係付

けて、調べる力を育て

る指導の工夫

自然の事物 ・現象にか

かわ る 条 件 に 目を 向

け、計画的に問題を追

究する力を育てる指導

の工夫

意図的に自然の事物 ・

現象に働きかけ、多面
的に追究 し、自分の考

えが深まる指導の工夫

研究の
視 点

① 一人一人の児童が、問題を自分のものとしてとらえ、主体的に学習活動が展開できる

よう、児童に自然の事物 ・現象に対する興味や問題を追究 していく意欲を高める工夫。

② 一人一人の児童が、予想や仮説、構想などの見通しをもち、追究活動に対 してのこだ

わりがもてるようにする工夫。

③ 一人一人の児童が、観察、実験などの結果から、自然に対する見方や考え方が高まる

ような学習過程や手だての工夫。

自然 に対する見方や考 え方 が高 ま った姿
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1第3学 年分科会

分 科 会 主 題

一人一人が思いや願 いを もてる活動を通 し
、

比べなが ら調 べる力を育て る指導の工夫

1分 科会主題設定の理 由

児童は、 これ までの生活経験 において様 々な 自然の事物 ・現象に出会 い、触 れてきて いる。

しか し、ほとんどの児童は、その多 くを意識す ることな く通 り過 ぎて しまっている。第3学 年

にな り、初めて理科の学習をす る児童 には、直接経験 を通 し、そ こか ら生 じて くる驚 き、疑問、

発見 な どを大切 にし、一っの物事を じっ くりと見つめ直す 目、よ り詳 しく掘 り下 げていく力、

そ して分か ることの喜び を体得 させていきた い。そのような学習 を積み重ね てい くことで、身

の回 りの自然の事物 ・現象に目が向き、親 しみがわいて くるものと考えた。

また、全体研究 主題 の 「一人一人が見通 しをもって観察、実験な どを行 う」 について、本分

科会で は次のよ うに考 えた。

理科の学習は、児童 が 自然の事物 ・現象 に触 れ、その体験 の中か ら生まれ る興味 ・関心 をも

とに追究 してい く活動 である。そ の結果 として、 自然 を追究す る能力や態度、 自然 について の

知識が形成 され てい く。児童は、これ までの生活経験や 自然経験を通 して 自然 に対する 自分な

りの見方 や考 え方 をもって いる。 しか し、そ れは、必ず しも科学的な見方や考え方であるとは

言 い難 い。児童 の もつ既有の見方 を科学的な見方や考 え方に変 える、すなわち、自らの考 えを、

直 した り広 げた りしなが ら新 しい見方や考 え方 を構築す るため には、児童が主体 となって問題

解決の活動 を行 う必要がある。問題解決 の活動 には見通 しをもつ場面が あるが、第3学 年 とい

う発達段階 を踏 まえて、 自然の事物 ・現象 に触れ、その体験の中か ら興味 ・関心を もつ場面を

特に重視 した。すなわち、児童が 自然 の事物 ・現象に触れ、思 いや願 いをもつ ことが、見通 し

をもつための第一歩である と考えた。児童は、 この直接経験か ら自然の事物 ・現象 の不思議さ

を感 じ、 「～ してみた い」 「～ してみた らどうな るだ ろう」 な ど、そ の不 思議 さを解 き明か し

た くな るであろ う。 さ らに、比較 しなが ら調べる という方法を通 して、始 めにもって いた概念

が確かな もの となった り、新 たな概念 にっながった りしなが ら自分の考 えをもつ ことになるだ

ろう。 この意 味で、 自然の事物 ・現象 に十 分触れ るとい う直接体験 は、児童が意欲的な学びへ

向か う貴重 なきっか けになる と考えた。

そ こで、本分科会では、次 の2点 を重点 と して研究 を行 った。

r

L

(1)児 童が継続 して意欲的に学習で きるよ うな、自然の事物 ・現象 との出会わせ方。

(2)児 童が視点 を明確 にして観察 した り

働きかけ。

へ

、比較 した りできるような、教師の意図的な
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2研 究の構想

研究の仮説
・児童の実態や発達的特性 を踏まえて自然の事物 ・現象との出会わせ方や意図的な教師の働きかけを工夫

することによって、 児童一人一人が思いや願いをもっことができるだろう。
・その思 いや願いを基に問題解決に取り組む中で、比較しやすい条件を意図的に作 り出す ことによって、
比べなが ら調べる力が育つだろう。

学習に必要な経験

自然の事物・現象との意図的な出会い

教 師 の 意 図 的 な 働 き か け

一人一人 に思 いや願いが ある

教師の意図的な鋤きかけ
の工

・比較するための視点の絞 り込み

・既習学習との比較

・グループ化による友達の考えとの比較

・他グループとの結果の比較

。振り返りによる比較

↓

・児童 の生活経験 に対す る実態 調査 と発達的

特 性か ら学習 に必要な経 験 を させ る ことが

大切であ る。
・学習 に即 した事 物 ・現 象 に気付か せ るた め

に、教 師が意 図的に工夫 して 自然 の事物 ・

現象 と出会わせ て行 くことが必要 で ある。
・教師 が意図的 に働きか け、 児童が 学習 のね

らいに沿 った思 いや願 い を もて るよ うに、

支援 して いくことが必要であ る。
・観察や実 験 において は、比 較す るため の視

亥纏雛欝 講
とで 問題解 決に近づ くよ うな指導 計画 を作

成す る。

比べながら調べるカが育つ
以上のよ うな計画や働 きか けをす ることで、

比べなが ら調べる力が育つ と考 えた。

指導の手だて

(1)「-1・ 人一人が思いや願いをもて る」活動の工夫

① 事象提示の工夫
導入の段階で児童の興味 ・関心を引き出す ような直接経験をさせる。共通体験や 自由試行 を通 し、自
分の思いや願いをもつ ことができるようにする。

学習カー ドの工夫
一人一人の気付きを絵や文章で自由に表す ことのできるカー ドを工夫する ことで

、自分の考えを明確
にす ることができるよ うにする。

教材,教 具の工夫
一人一鉢 ・一人一匹のように、一人一人が問題意識をもって主体的に活動できるような教材、教具を

工夫 し、それぞれの思いや願いを高めることができるようにする。
(2)「 比べなが ら調べる」活動の工夫

① 学習の過程の工夫

虫の模型作 りやおもちゃ作 りのように、具体物 を操作 した り、作った りする直接経験 を多 く取 り入れ
ることで、違いに気付いた り、視点をはっきりもって主体的に活動したりできるようにす る。
学習カー ドの工夫

継続 して観察 した り、調べた りした ことを振 り返って考えることのできるようなカー ドを工夫する。
友達の調べたことを見た り、聞いたりしてまとめることのできるようなカー ドを工夫 し、共通点や相

違点 に気付 くことができるよ うにする。
情報交換の場の工夫

グループで活動す る場を設定する。一人一人の考えを出して話し合 うことでお互いの違いに気付いた

り、視点をはっき りもつ ことができるようにす る。
さらに、得た結果 をもとに全体の場で発表 した り、話 し合った りする ことで 自分が調べた ことをよ り

客観的な見方へ と置き換えることができるようにする。

理科部会 で育てた い児童像
一 一 ミ'も って

よ'f丁 い 、_に ・ る え 竃局 る ノ』
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3実 践事例

単元名 「豆電球にあか りをつけよ う」

(1)児 童の実態

アンケー トの結果よ り、児童 は乾電池 について は身近 に感 じて いる ものの、豆電球や回路 に

ついて は日常生活の中では身近な もので はない ことが分か った。特 に、懐 中電灯のつかない理

由を予想す る中で電池や豆電球 に原 因がある と考える児童 は多 いが、それ をつな ぐ回路 に原因

が あると考えた児童は ごくわずかで あった。 このため、豆電球 と乾 電池 をつな ぐ導線 を含 めた

回路 について着 目させたい と考えた。

(2)回 路ブ ロックの開発

回路や 目に見 えな い電気 の通 り道 を意識 さ

せ る教具 として回路ブ ロックを考 えた。 これ

は、パズル と同 じよ うに組み合 わせが何通 り

もあるため、試行錯 誤を しなが ら楽 しんで回

路 を作 る ことができ、特 に児童が意識 して い

ない電気 の通 り道 について視点 を絞 りなが ら

興 味を もたせ られる と考 えた。

① 回路ブ ロックの作成

回路 ブ ロックの材料には3,5イ ンチ フロ

ッピー デ ィス ク(ED)ケ ー ス を利用 した。学

校 に もコ ンピュータや様 々なAV機 器の普及

によ り機器 とともに多様な メデ ィアが導入さ

れた。なかで もEDは 、コン ピュー タの普及

によ り基本 的 な メデ ィア と して使 わ れて お

り、価格 も安価 で学校で も空のケースは、か

な りの数 を集 めることができる。 このF.Dケ

一 ス に導 線 とア

ル ミテ ー プで ブ

ロ ックの ユ ニ ッ

トを作 成 した。

② 回路 ブロックの活用案

回路 ブロックは、パズル を組み立てるよ う

な感覚で扱 えるため に、児童 の興味を引くで

あろ う。 さ らに、 「電気 の力で どんな物が動

くかな 」、 「もっ と明る くす るには どんな つ

なぎ方があ るかな」 といった発展的な課題 を

確かめ るため に、モー ターや圧電ス ピーカー、

複数の電池な どを使 うことができれ ば、児童

の興味は、よ り高 まる と考 え られ る。今回は、

児童の学習内容 を考 え 「ロポ ッ トの 目の明か

りをつけよ う」 という課題を設定 した。 これ

は、ロボ ッ トの体 の中 に回路 ブロックがあ り、

回路 を正 しく接続す るとロボ ッ トの目が光 る

よ うになって いる。この活動 によ り、児童 は、

「電池 で豆電球 をつ ける」 という事象に関心

をもっ と考えた。

國

胴体 の扉を開けると回路ブロック
が入っている。正 しく接続す ると、

右目の豆電球が光る。
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(3)指 導計画の概要(総 時数8時 間)

☆………学習 における子 どもの思いの一例

◇………主な学習活動

◎………主な比較作業

▽………次時 につなが る子 どもの思 い

第1次 豆 電 球 に 明 か り を つ け よ う
3時間

ロポ ッ トの 目の明か りをつ けよ う

↓
☆ ロボ ットの目をつけたいな

◇回路ブロックを使って調べ る

◎つ く置き方 とつかない置 き方を比べる
▽ロボ ットの目はどうなっているのかな?

回路ブロックを使わないで明か りをつけよう

↓
☆回路 ブロックがなくてもつきそ うだな

◇豆電球、電池、ソケ ッ トを使ってつ くつなぎ方 を考 える

◎っ くつなぎ方、つかな いつなぎ方 を比べる

,は さみでも電気を通すかな?

第2次 電 気 を通す 物
、通 さな い物 を調 べ よ う2時間

↓
☆金属な ら電気を通す のかな?

◇回路ブ ロックをテスター に して電気 を通す物 、通 さな い物 を調べ る

◎電気を通す物、通さない物 を比べる
》金属でも通す物 と、通 さない物があるよ

電気 を通す物、通 さない物 を調べよう

屡
鉄が電気を通すのかな?

予想を してか ら調べ、電気 を通す物、通 さない物の仲間分けをする

素材をもとに、電気 を通す物、通 さない物を比べる

第3次
お も ち ゃ 作 り を し よ う 3時 間

↓
☆ ロボ リーナちゃんを作 りたいな

◇教師の用意 したおもちゃの見本を参考 に、

設計図 を描き製作す る

作ったお もちゃで遊ぼう
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(4)考 察

① 回路 ブロックの外側 をロボ ッ トに した ことで、児童にとって非常 に親 しみやす く、愛

着 をもって活動す ることができた。

② 回路 ブロックにフロッピーケース を用 いて、中の配線の様子が分か るよ うに した。そ

の結果、児童 は、回路ブロ ックをパ ズル感覚で楽 しむ とともに、試行錯誤 を繰 り返 しな

が らっな ぎ方 を意識 した活動がで きた。

③ 児童 は、話 し合 いの中で、回路ブ ロックのつ く並べ方 とつかない並 べ方 を比較す るこ

とによ り、輪 のようにな っている状態 の時 につ くということを実感 した。

④ 比較す る対 象を並べて記録で きるよ うなカー ドを工夫 した ことによ り、児童はそ の共

通点や相違点 にはっき り気付 くことができた。

⑤ 豆電球 を乾 電池につないで明か りをつ ける とき、児童 は活動 しなが らいろいろな もの

を試 し、一つ一つ確 かめて いった。その中で、静電気な ら明か りがつ くか も しれない と

言 って試す児童や、太 陽の光な らつ くか もしれない、電気製品 につけて みれ ばつ くか も

しれな いと考え る児童 も、 自分の 目で確かめた ことによ り納得 をした。 このよ うな活動

を保障す るため にも、活動の時間 を十分 にとった。

⑥ 電気 を通す もの、通さな いものを調べ るとき も、児童は身の回 りのあ らゆる ものを自

分 の 目で確かめ たいとい う願 いをもっていたので、活動する十分な時間を確保 し、確か

め られ るようにした。

⑦ お もちゃづ くりの前 に、おもちゃづ くりのヒン トとなるよ うな例示 をした ことで、児

童 は見通 しをもって取 り組 む ことができた。特 にスイ ッチについて は具体的 に方法 を知

らせ 自分 のお もちゃにあった方法でスイ ッチづ くりをする ことができた。

⑧ 児童 は、ロボ ッ トとの第1時 での出会 いによって、「自分の手でお もちゃを作 りたい。」

とい う思 いや願 いをもちなが ら最後 まで学習 に取 り組 めた。

4成 果と今後の課題

自然事象 との出会 いを工夫 した ことによ り、 「や ってみた い。」 「試 してみた い。」 といった

思いや願 いをもたせる ことがで きた。それ は、児童が意欲的 に学習 に向かい見通 しをもっきっ

かけ とな った。 さ らに、教師 の意図的な働 きか けによ り、思考の流れが整理され た り、比較す

るための視点の絞 り込 みが された りした。その結果 、

(1)細 かな違 いに目を向けるよ うにな った。

(2)比 較す ることで問題解決ができそ うだ とい う見通 しが もて るよ うになって きた。

(3)比 較 しなが ら調べる活動 を、楽 しんで最後まで意欲的 に取 り組めた。

また、今後 の課題 として、

(1)自 然事象 との出会わせ方 によ り学習 の流れ も変わるため、 どのような出会わせ方が よい

か考 えて いく。

(2)教 師 の意 図的な働 きかけを、学習の流れ の中で、いつ ・どのよ うに行 えばよ いか これか

らも研究 を深めてい く。

(3)児 童 の思 いや願 いをつかむ ことは難 しいが、よ り的確 に とらえ、それ を生かす授業に取

り組 んでい く。
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皿 第4学 年分科会

分 科 会 主 題

自然の事物 ・現 象の変化 とその要因を関係付けて、調べる力を育てる指導 の工夫

1分 科会主題設定 の理 由

(1)全 体主題の とらえ方

学習指導要領 にお いて、第4学 年 のね らいは 「自然の事物 ・現象の変化 に着 目し、変化

とそれにかかわ る要 因を関係付 けなが ら調べ、問題を見 いだ し、見いだ した問題を興味 ・

関心 をもって追究す る活動を通 して、 自然の事物 ・現象の性質や 変化 、規則性、関係 につ

いての見方や考 え方 を養 うこと」 と述べている。

本分科会 では、全体研究主題 の 「自然 に対す る見方や考え方」を 「問題解決の能 力」「自

然 に対す る理解」 「科学的な見方や考 え方」 とと らえ ることは もとよ り、 自然 を愛す る心

情や態 度(広 く自然 にかかわ り、大切 にしてい こうとす る心情や 態度)を 含む もので ある

と考 えた。特 に第4学 年 では、 「自然 の事物 ・現象 に出会って感動す る気持ち」や 「生物

を愛護す る生命尊重 の気持 ち」(心 情面)を 育てなが ら、 自然に対す る主観 的な見方や考

え方(素 朴 な見方や考え方)を 教師の意図的な働きかけを通 して、よ り客観的な見方や考

え方(誰 にも認め られる見方や考え方)に 高めてい くことが大切 であると考え、研究 を進

めた。

(2)分 科会主題の とらえ方

「自然 の事物 ・現象 の変化 とそ の要因を関係付 けて、」 とは、変化 と要 因について、変

化す るもの と変化 させる ものにつ いて 自分 の考 えをもつ ことである。児童が 自分の考 えを

もっ には最初 に出会った 自然の事物 ・現象 に対 して、驚きや感動 の気持ち をもつ ことが重

要である と考 えた。 また、児童が見通 しをもつ とい うことは、変化 と要 因に着 目す ること

であると とらえた。

「調べ る 力」 は、 「態度 」 「心情 」 「知識 ・理解」 「資質 ・能 力」 の4つ の要素か ら次の

よ うにと らえた。

「態

「心

ヒ　　

　

度

情

「知 識 ・理 解 」

「資 質 ・能 力 」

進 んで観察 、実験な どを行 うこと

自然事象に出会 って感動する気持ちや動植物 を大切にす る気持ち をも

つ こと

主体的な問題解決の活動を通 して、 自然事象の性質や規則性な どを納

得 して感 じる こと、つ ま り 「な るほど」 「そ うだ ったのか」 といった

実感 を伴 った理解ができる こと

観察、実験 を通 して、変化す るものと変化 させ る ものという関係 に気

付 くこと

こうした調べ る力を育てるには、教師の意図的な働きか け(具 体 的な手だて)が 必要 で

あると考 えた。
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(3)教 師の意図 的な働 きかけの場

そ こで、教師 の意図的な働 きかけを行 う場面 を3つ の場面 ごとに分 け、それぞれの場面

で仮 説を立て、授業 を通 して検証をす る ことにした。

① 「自然の事物 ・現象 との効果的な 出会 いと対象物に触れる場面」

変化 とその要 因に着 目させ るための導入 を工夫す ることや、対象物 に じっ くりと触

れ させ る時 間を確保する こと。

② 「予想 をもち計画を立て る場面」

自分の立てた予想 を確かめるために 自分で行 う観察 、実験の方法 を明 らか にさせ、

「こうした ら確 かめ られ るぞ」 と児童一人一人に しっか り計画 を立て させ る こと
。

③ 「意見 ・情報交換 の場面」

学年の発達段 階か ら口答での発表のみではな く、視聴覚機器な どを使 って児童の視覚

に訴えるよ うな方法 を使 って、意見 ・情報交換がで きるようにす ること。

2分 科会主題関連 図

仮 説1

「自然 の事 物 ・現 象 との効 果 的 な 出会

い と対 象物 に触 れ させ る時 間 を確 保 す

れ ば 、児 童 は 自然 に対 して 美 しさや 神

秘 性 を豊 か に感 じ、 興 味 ・関心 を もっ

て接 す る こ とが で き るよ うに な るだ う

つ。」

馬 教

仮 説2

「予 想 を もち 計 画 を立 て させ る場 を工

夫 す れ ば 、 児 童 は 問題 解 決 の方 法 を主

体 的 に 追究 す る ことが で き る よ う にな

るだ ろ う。」

仮 説3

「観 察 や 実 験 の結 果 に つ い て互 い に振

り返 る場 を工 夫 す れ ば 、児 童 は変 化 と

要 因 に気 付 き、 自然 に対 す る見 方 や 考

え 方 を 高 め て い く こ と が で き る だ う

つ。」

師

の
意

図
的

な

働

き

か

け

質

力

資

能

畢
自然に対す る見方や考 え方

が高まって いく
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3実 践事例 「星や 月」

(1)児 童 の実態

「星や月」 についての既有の様 々な見方や考 え方

星座や 月がでて くる伝説は、

お もしろいなあ。

星や 月の大 きさは、

く らいなんだ ろう。

星座 は、実際見た ことは 月は、太 陽みたいに

少ないけど、星占いの星座 動 くのかなあ。

は、知 っているよ。

満 月や半 月、三 日月の形の

月は見た ことがあるよ。

星や 月の形や表面は、

どうな って いるのだろう。

星や月につ いて、不思議な こと

を調べてみた いなあ。

本単元は、第6学 年か ら第4学 年 に移行 してきた ものであ り、事前 に児童の星や 月に対す

る既有 の見方や考え方 を把握す るために、ア ンケー トを実施 した。

そ の結果、星 に関 して は全員が夜空 の星 を見た経験があ り、星 占いの星座名は知 っている

が 、実際、星座 を観察 した経験 は少ない ことが分か った。月に関 して は、満月や 半月、三 日

月な どを見てお り、形 につ いては認識 して いる ことが分かった。

また、星や 月を夜空 にあるもの として漠然 と見て いる ことや伝説や星 占い にでて くるもの

に興味や関心 をもって いることが分か った。 さらに、星や月につ いて不思議 に感 じることが

多 く、見た い、知 りたい、調べたい という気持ちをもっている ことが分か った。

(2)指 導計画(総 時数10時 間)

プ ラネタ リウムの見学(科 学セ ンター移動教室) 空で星や 月を見 る経験 ・ ・先行経験

「星 の明 る さ、 色 、動 き」(5時 間)

第

1
次

星

を

調

べ
よ
う

1星にっいて知っていることを話 し合った り、星の話を聞いた りしよう1
○星について知っていることを

話し合おう。

○星の話を聞こう。

紀星圭見たを≧なs-)

1星を調べる計画を立て、調べよ到

2時 間

児童の興味 ・関心を高める工夫

指導計画…学習前のプラネタリウム見学

教材提示…星にまつわる伝説をとりあげる

○観察の仕方や記録の仕方を知ろう。
!夏 の大三角形や北斗七星 、亀
巳
、 はどこに見えるのかな。 ノ

○観察会で星を観察 しよう。

観察や記録の仕方の指導の工夫

観察の技能(方 角や高さの調べ方)
パソコンソフ トの利用

表現の仕方(記 録)観 察カー ドの工夫

共通体験の場の設定

第
2
次

結
果
を
ま
と
め
よ
,

酷果をまとめよう}
○観察 した結果を話し合 う。

2時 間

`'星 に よ って 、 明 る さや ㌔

.＼ 負 が違 ラ.のか な3._._,'

1
、 星 は 、 動 く の か な 。,

ぐ並び方は、変わらないよ。)

意見交換 ・情報交換の場の工夫

話し合いによる予想や観点作 り

○ もう一度観察 して確かめてみよう。 観点 による見通 しをもった観察

12



團

第1次

第2次

第3次

画
○観察 して分かったことを発表 しよう。

知っていることを話し合お う。

調べる計画を立て調べよう。

結果 をまとめ、発表しよう。

1時 間

2時 間

2時 間

1時 間

総合的な学習の時間への発展

○星や月についてもっと調べてみよう。

インターネット、学習用ソフ ト

○教室内プラネタリウムを作ってみよう。

(3)授 業 の 実 際 「星 の 明 る さ、色 、動 き」(3/10時 間)

1「星 を 調べ よ う」1

星 につ いて 知 って い る ことを 話 し合 った り、星 の 話 を 聞 いた りし よ う。

オ リオ ン座を

知 って いるよ。

七 夕 の 話 は 、

お も し ろ いね 。 欝

3年 生の時、プラネ

タ リウムで星を見たよ

悲 しい話 もあるんだね。

ぐコ星亟藁…星短互麹ゆ
・ご互1…見工塗齢⊃._♪

1星を調べ る計画 を立て、調べよう1

観察の仕方や記録の仕方が分か ったよ。

観察会でいろいろ観察 したよ。

匡 を観察 して分かったことをまとめ よう1

,'明 る い星 や 暗 い星 が'、

㌦ あったよ ノ

tt赤 っぽ い 星や'l

l
、 青 白 い星 が あ った よ ノ

話 し 合 い に よ る 予 想 や 観

!時 間 が た つ と'、
コ コ

・
、見 え る 場所 が 違 った よノ

、 一 一 一 一 一 一 一 〇 一 幽 一 昌 一 一'

点 作 り

星の明るさ 星の色 星の動 き

星 につ いて 、 い ろ

星はきれいだなあ

不思議だな あ。
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(4)考 察

① 自然の事物 ・現象 との効果的な出会 いとして、学習前のプ ラネタ リウム体験や、単元

の導入時 に星にまつわ る話 をした。 このことで、実際 に夜空の星 を観察 してみよ うとい

う興味や関心が高 まった。 また、対象物 を観察す るための場 として観察会 を設定 した。

星の観察方法や記録 の仕方 を指導 した り、肉眼や望遠鏡で星を観察 した りした ことで、

児童の星に対す る興味や関心 がよ り高 ま り、 日常的な観察が行われ るよ うにな った。

さらに、年間 を通 して 日常的 に観察する ことで、児童の興 味 ・関心が持続 し、星に対

す る美 しさや神秘 さな ど豊 かな心情 を育てていくことに有効 であった。

② 児童 自らが予想 をもち、観 察の計画 を立てる場の工夫 として、観察会 を実施 した後、

意見 ・情報交換の場(グ ループ ・全体)を 設 けた。また、話 し合いによ り情報 を整理 し、

予想を立てた り観察の観点作 りを した後で、家庭での観察 を行 った。 このことによ り観

察の視点が明確 にな り、見通 しを もって次の観察を行 うことがで きた。

③ 観 察や実験の結果 について互 いに振 り返る場の工夫 として、星の観察カー ドを もとに

観点 に基づ いた話 し合いの場や 、情報 を交換す る掲 示コーナー を設けた。その結果、児

童は星の色、明る さが違 うことや、時間の経過 によ り星が動 くという変化 と要因に気付

き、星に対する見方や考 え方 が高 まった。

4成 果と今後の課題

(1)成 果

本研究では、 自然の事物 ・現象 の変化 とそ の要因を関連付 けて、調べ る力 を育てる指導

法の工夫 として、三 つの手だてで主題 に迫 ったが、児童が対象物 に日常的 に向き合 うこと

の重要性 を改めて感 じた。特 に、1学 期 に単元 を設定 した ことや観察会 を開いた ことで、

星や 月の観察の仕方や楽 しさが分か り、興味 ・関心が持続 し年間を通 して観察をす ること

ができた。上記(4)考 察のよ うに三つの手だてが有効で あ り、他の単元で もその視点か

ら、授業 を積 み上げて いくことによ り自然 に対す る見方や考え方が高 まってい くことが考

え られ る。

(2)今 後の課題

① 本単元 では、特 に感性の育成が重要 とされて いる。 自然 に対 して美 しさや神秘性を感

じ、豊かな心情 を育てるための工夫が必要である。観察カー ドに気付いた ことのほかに

思 った ことや感 じた ことを記述で きる欄 を設 けた り、「きれ いだな」 「ふ しぎだな」 「す

ごいな」 という気持ちを大 切にす る手だてを考えて いきたい。

② 年間指導計画 において、本単元 を1学 期 に設定 した ことは、児童の興 味 ・関心 を持続

させる上で有効であった。 しか し、観察会 を雨天時 に行 うことや冬のよ うに大気が澄 ん

だ状態で観察が行 えな い ことか ら、年間指導計画に さらに工夫が求め られ る。例えば、

第3学 年の3学 期に、星 の観察の方法だけを指導する機会 を設 けるな ど弾 力的な方法 も

考 えていきたい。
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IV第5学 年分科会

分 科 会 主 題

自然の事物 ・現象にかかわる条件に目を向け、

計画的に問題を追究する力を育てる指導の工夫

1分 科会 主題設定の理由

第5学 年の理科の学習では、自然の事象 ・現象をそれ にかかわ る条件に 目を向けた り、量的

変化や時 間的変化 に着 目して計画的 に追究 し、生命の連続性や物 の変化 の規 則性 についての

見方や考 え方 を養 うことに重点がおかれている。平成14年 度か ら全面実施 される新 学習指導

要領では、各学年 で重点 を置いて育成すべ き問題解決 の能力が学年 目標に示される こととな っ

た。

第5学 年 にお いては中学年までに培 った比較や要因の抽 出な どの問題解決の活動を基盤 とし

て、制御すべ き要因 と制御 しない要因 とを区別 しなが ら、観察、実験な どを計画的に行 って い

く能力を育成す る ことに重点がおかれている。 したがって、単に 自分が見出 した問題 を追究 し

てい くだけで な く、量的変化や時間的変化な どのいろいろな条件に目を向 けなが ら観 察、実験

な どを進めて いくことが大切であると考えた。

本 分科会で は、全体研究主題 の 「見通 しをもって観察 、実験 な どを行 う」 を 「計画的 に問

題 を追究 す る」 ととらえた。計画的 に追究す るとは、 「こうすれ ばいいと思 う」 という方法や

手続 きの構想 と、「こ うな るはずだ」 とい う結果 への予想や仮説 をもちなが ら観察、実験な ど

を行 う ことで ある。そ こには自 らが主体 的 に課題 に向か う姿 があ り、 目的意識 を もって計画

を立て 、課 題 を調 べて い くことが見通 しを もった活動 につ ながる と考 えた。 また、児童一 人

一人が 自分 な りに計画を立て ることで
、その方法や結果 へのこだわ りを一段 と強 くし、問題解

決の活動に 自覚 と責任 をもつ こととなる。さらに、予想や仮説、構想 と結果の一致、不一致が、

自分の もの として一層強 く意識 し、確 証 ・反証の視点で 自らの考えを見直 し、行動 を改善す る

態度が身に付 くと考 えた。

そ こで、 このよ うな 「計画的に問題 を追究す る力」を養 うための手だて として、学習過程 を

中心 に様 々な工 夫を試み ることにした。課題 に対 し、よ り積極的 に取 り組むよ う、場面 によっ

て 「課題選択」 を取 り入れることや 「ものづ くり」 を行 うことな どを意図的に設定 した。「もの

づ くり」では、作 る行程その ものが問題解決の過程である ととらえ、まとめの場だ けでな く様

々な場面で 「ものづ くり」を導入する ことでね らいに迫 ることができ、 さらに、 こうした学習

を通 して得た経験や知識が 日常生活にも発展 していくものと考 えた。

以 上のよ うに、 自然 の事物 ・現象 にかかわ る条件 に 目を向けなが ら、計画的 に追究す る こ

とで、生命 の連続性や物 の変化 の規則性 について の見方や考 え方 が育 って いく と考 えた。 こ

れ らの活動 を積 み重ね て いくことで、児童 は具体 的な 自然 の事物 ・現 象 にかかわ りなが ら、

事象の性質や規則性 につ いて実感す ることができ、 自然に対す る見方や考 え方が高まってい く

ものととらえた。
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2研 究の構想

第5学 年分科会主題

自然の事物 ・現象にかかわる条件に目を向け、

計画的に問題 を追究する力を育てる指導の工夫

輪
糊
轡
藏
響

主題に迫るための手だて

匪習過程の工夫1

ものづ く り 「てこのはたらき」「動くもののはたらき」

まとめの場だけでな く、導入時や展 開時にも、

ものづ くりを行 う。児童の興味 ・関心 を高めると

ともに、製作 してい く過程そのものが問題解決の

過程 になる。

課 題 選 択 「生命の誕生」 「動 くもののはた らき」

問題 に対 して興味 ・関心が高ま り、 自己責任 を

もって調べ られ るようにする。

など

陪報交換の場の工夫1

観察、実験 な どの計画 を立て る際の参考 となる。

また、課題解決後の情報交換 によって、自然の事物

・現象 に対す る見方や考 え方が深まる。

匡習カー ドの工夫1

自然の事物 ・現象 にかかわ る条件 に 目を向 けて、

観察、実験な どができるようにする。

亟材 ・教具の工夫1

問題意識が高ま りやすいようにする。

理科部会全体研究主題

一人一人が見通 しをもって観察 、実験な どを行い、

自然に対す る見方や考 え方が高まる指導の工夫

一16・



3実 践事例

(1)課 題選択 「生命の誕生」(総 時数13時 間)

らい

児童が主体的 に問題 を選択 し計画的に追究す る活動 を通 して、生命 を尊重す る

態度 を育て るとともに生命の連続性 につ いての見方や考 え方 を養 う。

【指導計画】

第1次 「身近な生命の誕生」(4時 間)

《児童の実践や活動》
・自分はどのよ うに して生まれてきたのか

話 し合 う。
・他の生き物 について も考える。
・人 と魚の誕生 について話 し合 う。

《児童の反応》
・自分の ことなのにあま り知 らないそ。
・自分で調べ られる生き物 を飼 おう。
・お腹 の中の赤ちゃんの様子 を知 りたいな。
・メダカの飼 い方 を調べ よう。
・メダカの卵 は何 日でか えるのかな。

《評価の観点》
・身近な ところか ら生命の誕生に興味をもち、学習 に取 り組む。
・自分の問題 をはっき りともち、選択す ることができる。

翫駐謁塵躍励 團尚匪轟覇 瞳岡

第2次 「生命の誕生について調べ る」(4時 間)

パ7か の駈 生 ト ト

[・・吻 薩輪 轟 瓢 惣5到

。 メヲ 々 りkま ぐ・σ しの くbい の人 ミさるのo・

調 へ 「ζn7r一 のて!侮 目問 く う い(生 まれ なり

む・6調 ぺq～『フと思.r<か ら(る

騰 雛掘 撫 榊 ・〕

膿蕪鋼

《児童の実践や活動》
・調べるための計画 を立てる。
・情報を集め、資料 を活用す る。(人)
・観察 して気が付 いた ことをまとめる。(魚)
・人 とメダカの誕生 について話 し合 う。

《児 童 の反 応》
・お 母 さん や保 健 の 先 生 に話 を聞 こう。
・本 で調 べ よ う。
・メダ カの オ ス、 メス を調 べ よ う。
・卵 を顕 微 鏡 で調 べ よ う。

。メデP`letの よっrd物 θぐ捧薯方・ 調 へ

Xt(・taJ一 監亀 なヒ砺 とさ

の
・人の話や資料を活用 して調べることができる。(人)
・観察 したことや資料を活用して調べることができる。(魚)

」
第3次 「生命の大 切さ」(5時 間)

《児童 の実践や活動》
・調べた ことをまとめ、発表す る。
・生命の誕生について改めて考 える。

《児童 の反 応》
・これ か らは もっ と命 を大 切 にす るぞ。
・こんな こ とを もっ と調べ た いな 。
・家で も魚 を飼 って み た いな。

《評価の観点》
・生命が連続 しているという見方や考え方 をもつことができる。
・人は母体 内で成長 し生 まれる ことが理解できる。
・魚 には雌雄があ り、卵 は日がたつにつれ中の様子が変化 してか えることが理解できる。

・17e



(2)も の づ く り 「て この はた らき」(総 時 数14時 間)

らい

て このはた らきをそれ にかかわ る条件 に目を向け、見 出 した問題 を計画的 に追究 した り

ものづ くりを した りす る活 動を通 して、物の変化 の規則性 についての見方や考え方を養 う。

【指導計画】

第1次 「てんびんを使 って調べよう」(4時 間)

《児童の反応》
・てんびんの棒 を水平 にするのが難 しいな。
・てんびんの支点 を動か してみよ う。
・てんびん を作 り変えよ う。

《評価 の観点》
・自作てんびんを作 り、それ を操作 し、重 さを比べ ることができる。
・重 さの違 うおも りをつ りあわせる方法を考える ことができる。

第2次 「て この は た らき を探 ろ う1(4時 間)

馨

黙

鷲 《児童 の実践や活 動》
・1本 の棒 を使 って重 いものを持ち上げる。
・楽 に物 を持ち上 げる にはお も りの位置や 力を力

える位 置 をどのよ うにした らよいか を考 える。

《児童 の反応》
・棒の端 を持つ と楽だ よ。
・支点 と作用点 を固定 して力点 を動かそ う。
・作用点 と支点 、力点 と支点 との距離が 問題 だ。

《評価 の観点》
・て こを使って楽 に物 を持ち上げるには どうした らよいか、条件 に目を向け実験をす
ことがで きる。

・て この原理につ いて理解す る。

第3次 「水平 につ りあ うときを考える」(3時 間)

《児童の反応》
・お もりの数 とおも りをつ るす位 置が関係

して いそ うだ。
・て こを傾 けるはた らきのきまりが分か っ

たぞ。

《評価の観点》
・てこがつ り合 うときのお もりの数 と位置のきま りにつ いて理解する。
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」
《児童の反応》
・マジ ックハ ン ドを作 るぞ。
・何 か生活 の中で役立つ もの を作 ってみたi

いな。

《評価の観点》
・て こを利用 した道具 に興味をもち、進んで探そ うとす る。
・て こやて んびんのはた らきを利用 した道具やお もちゃを作る ことができる

。

4成 果 と課題

(1)成 果

① 研究仮説1に ついて

ア 導入時にものづ くりの場面 を設定 し、そ こで製作 した ものを利用 して学習を展開 した

ことによ り、問題追究への意欲 を継続 させ ることができた。

イ ものづく りを試行錯誤 しなが ら行 う過程 を通 して、計画的 に問題を追究する力を育て

ることがで きた。

ウ 自ら課題 を選択する活動を取 り入れる ことによ り、自分の問題 としての意識が高ま り、

最後まで熱心に追究 しようとす る姿が見 られた。

工 計画的に課題 を選択す る場面を設定することで、よ り見通 しをもって問題を追究す る

ようになった。.

② 研究仮説2に ついて

ア 学習カー ドに条件を数値化 させて記入す ることで、公式(き ま り)を 容易に発見す る

ことができ、条件 に目を向けるようになった。

イ 毎時間の気付 きを学習カー ドに記入 し、発表す ることで、自己の振 り返 りや情報交換

が十分に行われ、条件 を意識 した追究が見 られ るよ うになった。

(2)課 題

① ものづ くりを行 う際には、児童 の実態や学習内容 に応 じて、教師が前 もって材料や道具

について十分吟味 してお く必要が ある。

② 課題選択 を行 う際には、単元 の指導計画や時間割の組み方 についてさらに工夫する余地

がある。

③ てんびんか らの導入 は分か りやす くものづ くりにも適 していたが、2次 のて この学習 に

移る際、児童の思考がつなが りにくいということもあった。新学習指導要領の完全実施に

向け、て こを先に学習す るな ど学習過程や教材教具な どをさ らに工夫す る余地がある。

④ 学習カー ドは、児童の思考を制限す ることにもなるので、児童の実態 に合わせて、さら

に工夫をしてい く必要がある。

⑤ 導入の教材提示の仕方次第で、選択する内容や追究する課題が大きく変わると思われる。

教材 の様々な提示方法 について検討 していきたい。
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V第6学 年分科会

分 科 会 主 題

意図的 に自然 の事物 ・現象 に働 きかけ、多面的に追究 し、 自分の考えが深まる指導の工夫

1分 科会主題設定の理 由

理科 の学習で は、 自ら問題 を見 いだ し、見通 しをもって観察 、実験 な どを行 い、それ を解

決 し結論 を得 る、一連 の問題解決 の活動 を積み重ね る ことによって 、科 学的な見方や考え方

を養 うことが重要で ある。そ こで、本分科会では、次の3点 が重要である と考 えた。
「.一 人一 人の児童が見通 しをもって主体 的に取 り組む こと へ

・児童が 自分が見 いだ した問題 を、 自分 が立てた予想 ・仮説 を確 かめるため に、

自分が計画 した方法で結果 を導 き考察する こと

L・ どのよ うな場面で も 「自分が進 めている」 とい う意識 と責任 をもたせる こと ノ

友達の知識 経験、考え

(==丁 ・… … 会・

< 誌 。〉
)

これまでの

既習事項や
経験・知繊

1

け
問 題 意 識

け
h

^塁 響 漏1一

、 ■

1、 問 題 の 明 確 化'i
'

灘臨圃謹 … 醒一
ル

仮説 仮説

一一一一
仮説

一一

恥誉
多
面
的
な
追究

これまでの

既習事項や
経験・知識

一

肇

馨

釜
追
究

i

ミ

解決の構想

検証する方法
を考える

一
解決の構想

5

検証する方法
を考える

解決の構想
一

唾勢一

ノ

・結果の予想
・得られる結諭

一

・結果の予想
・得られる結饒 瞬諭

旨

実験、観察など 実験、観察など 実験、観票など一一
瞬 →〔吻 一一

結県から
考えられること

(結諭) !

結果から
考えられること

(結諭)
ノ

結果から
考えられること

(結諭)
㌧」 ノ

、

▼ ▼Ψ

〔 一…一一 一 一 一 ・一:一

一 ノ
Il＼/

〕[自 然に対する見方や考え方の高まり

そ のた め、学習の導入 に当た

っては 、 自然の事物 ・現象 との

衝 撃的 な出会 いや感動 の場面 を

つ くる ことが、見通 しを もった

追究活 動 につなが る と考 えた。

これ は、児童が意 図的に 自然の

事物 ・現象 に働 きかけている姿

で ある とと らえた。 また、 自分

の こだわ りが いろ いろな視点で

仮 説 をもった り方法 を考 えた り

して追究 して いくようにな る と

考 えた。 さ らに、友達 との情報

交換 によ り、 自然 の事物 ・現 象

をよ り総 合的な視点 か らとらえ

る ことがで きる とも考 えた。 こ

れ らの ことが多 面的 に追 究す る

姿 ととらえた 。 このよ うな学習

を継続 して い くことによ り、そ

れ までの主観 的な考えがよ り客

観 的 もの にな り、 さ らに、一 人

一人の科学 的な見方や考 え方が

深 まった もの にな る と考 え、本

主題 を設定 し、継続的 に実践 に

取 り組んだ。
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2研 究の構想

(【 全体研究主題】一 ・ 【め ざす 児童 像】 、 β 【学習指導要領から】 一
・事 象 を見 つ め、 自 ら問題 を見 い ・身近 に見 られ る 自然 の事物 ・

一 人 一 人 が 見 通 し を だす児童 現象の変化や働きをその要因
も って 観察、実験 な ・自分な りの考えや解決の見通 し

と関係付けながら調べ、問題
ど を 行 い 、 自 然 に 対 をもつ児童 を見いだ し、見いだ した問題
する見方や考え方が

一
・自分の学習方法や意図を理解 し を多面的に追究する活動を通

高まる指導の工夫 な が ら、見通 しをもって、観察 や して、 自然 の事 物 ・現象 の相

実験に取 り組む児童 互関係や規則性についての見
、 ノ ・いろいろな見方で方法を考 え追

方や考え方を養う。
r【 児童の実態】 一 究する児童 ・観察、実験などを計画的に行

・追究 した成果を表現できる児童
っ て い く資質 ・能 力 に加 え

各学 校 におけ る一 人 ・事象や実験の結果、様々な資料 て、多面的な視点から観察、
一人の児童の実態

や友達 の成果か ら、 自分の考 え 実験などを行い、結論を導 く

㌧.ノ を深めていく児童㌧.ノ 資質 ・能力の育成
㌧

lI

=

ノ

「 【第6学 年分科会主題】

_傭 閣 朧 ξ撚 ¢ ～翻 勿.」.濡.禰 彦 動 勇オ層.」v.A、v._._._._
・一人一人が目的をもち

、見通 しをもって、観察、実験を計画する。
・目的を意識しながら観察

、実験などに取 り組み、その結果をもとに、目的に照らして考察を加える。

顯 〕戯 鰐 勧 房,_._..v,_._..v._._._..■r-,,_._._._..一
・一人一人の明確な見通 しで追究 した結果を自分なりの視点で考えを整理する

。
・友達の観察、実験 と自分のものと比較、検討し、自分の取 り組みを見直 した り、結果 を再検討した

りして、さらに調べる必要があることを見付けたり、別の方法で追究 したりする。

助 召2需.21潔 彦 ゑ._._.一.._._._.、
・自然の特性を知識だけで満足する態度か ら、自ら見いだしていこうとする態度になる。
・既習の知識をもとにした主観的な考えが

、多くの友達によって認証され、客観性をもつようになる。
・問題解決に向けて多面的な視点から追究した結果を総合的にとらえられるようになる

。
・自然の特性を実感するようになる。ZES .Q.Bli8Z.

【研究の仮説】

乙仮 説 ■ノ 感動 した り、心 を揺 さぶ られた

りす る自然の事物 ・現象に触れさせる ことに

よって、そ こか ら疑問や探究心が生まれ、問

題意識 をもつことができるであろう。

」「仮 説 ∬ノ 問題 を解決するためにどのよう

な実験 をすればよいのか、どんな結果 が期待

できるのか,一 人一人が見通 しをもてば 主体

的な観察 ・実験 を行 うことができるであろう。

∠仮 読 躍フ ①一人一人が もった見通 しをそ

れぞれの視点や方法で追究す ること、②観察、

実験な どの結果 を友達 と情報交換する場 を設

定する こと、③学習成果 を総合的にとらえ ら

れ るよ うにすることで、多面的に考察する こ

とができるであろ う。

【理科部会で育てたい児童像】

【指導の手だて】

t学 習 週 程 の 工 夫 ノ(児 童の既 習経験 や

概念を把握 し、一人一人の児童の思考に沿い、

多面的に追究できる指導計画を立案する。)

t教X材 の 工 刃
・事象提示の工夫(共 通体験な どか ら問題意

識 を高め られる教材を工夫する。)

・教材の開発(一 人一人が主体的に追究活動

ができる教材を工夫 していく。)

∠多面 鋤 じ追 究 し τ考 え るた め の工 夫 ノ

・情報交換の工夫(多 面的な視点か ら考察 を

加え、客観性をもった ものにするために。)

・学習カー ドの工夫(一 人一人の 目的や見通

しをはっき りさせ る。友達か らの情報をも

とに多面的 に考 え られるよ うに。自分の考

えの修正や高 まりが確認できるように。)

一人一人が見通 しをもって観察
、実験な どを行 い、自然に対す る見方や考 え方が高 まる児童
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3実 践事例

(1)「 か らだのつ くりとはた らき」(総 時数16時 間)

《指導計画 の概要》
r

【第飲 】酸 素 の 旅(8)

吸 う空気 とはく息 の違いは

Q(,肺 蘇生法め「どデ牙視1恵 一⊃

人が吸った酸素は、どこへ
運 ばれてい くのだろう 、?

、

見通 しをもった、多面的な追究活動r
」ほc∫だ息た看 灰禾を天 菰 一二酸 一、

懸 瑠 奮驕黎嚢蕪副
卜灘 驚窪籐隻磯卿籍智
ト難騰魯犠駿梅雛郵
L酸 肛炭素の割陰 を調岱る家鹸 一_り

醒 綴郷 脳 き、

ト締諾 漁 灘 嗣

卜昭凝 磁 礪 劇
く」⊆2い毎 一…-y

じ

い

同

て

と
し

人
を
曽

も
吸
勃

物
呼
ろ

動
に
だ

の
う
の

他
よ
る

資料の活用

F=;留甥 澱 謬
L上 、て 一一畢F-… 一り

こ つ, こ 、
血液 中の二酸化炭素や水分 を体外 に排 出 している。

、

ン

r-【第 互茨=「'…董箋藪饗 物 「'～ラ5.旅 て6)

〔一一ビ餓 寂 瀦 活斬 一、

食 べ物 は 口の 中で変化 し
て いるのだろ うか?

見通 しをもった、
多面的な追究活動r♂来 にだ液 をx牙亡 一訟

1ウ 素液 ででんぷ んの;

食べ物 は この後 どう変
化 してい くのだろう?
ど こで養 分 を取 り入れ
るのだろう?

騰識雛雛 羅號3
ぺ こ,}ら,へ}こ

れ,消 化 された養分は耀 か ら吸収 され て血液 中にス0,
吸収 されなか った ものは肛門か ら排出 され る。

ミ

r'繭 茨∫'孟姦 互ま='一'「
1か ら だ を め ぐ る(2)

ノ「 、

拍 動数 と脈拍数 は、 どう
関係 しているのだろ う?

㌧ ノ

§

…

』1

執:
藝

謂
売

号
糟矯 編罐 器動⊃
L数 一を調岱 る活動一.一一_り

号
執

9

塵 華鍵 晶剃
診 L コ

　

① 一人一 人が見 通 しを もって主体 的な追究 がで きるよ うに …[仮 説ll]
護 ・ 　 臨 ア だ液 に代 わる 「ア ミラーゼ」 の教材 の工夫

避 ギ 噸 だ液を使用する実験に対して抵抗感や嫌悪感を感じる児童は

ゼ 多 い。 実 際 、児 童 にだ液 に関

燦蟻 メ畿 欝喬・Ψ も 評'鳶

な どの マ イ ナス イ メー ジ を も

って いて 「だ 液 を使 った 実験 は した くな い」 とい う実 態が あ

った。そ こで 、だ液 の代わ りにだ液 と同 じ働 き をす る薬品(ア

ミラーゼ)を 用意 し、だ 液 に対 して抵抗 を もって いる児童 で

も、意欲 的 に繰 り返 し追究活動 がで きるよ うに工 夫 した 。

騨

拶

肇

【今回使用 した薬品の作 り方】

『アミラーゼ』(澱 粉分解酵素)

試薬1gに 水50m1を 入れ、よ く

か き混ぜ て ろ過す る。(薬品に含ま

れているでんぷんを取り除く)

◎米 を砕 いた液(36℃ ♪と反応 さ

せ る と、米 の粒 の周0か らどん

どん でんぷん を欝 に変 化 させる。
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イ 学習 カー ドの工夫(見 通 しをもたせ る)

学 習 カ ー ドに問題 の 「予 想」の他 に 「確 か め る方

法」と「そ の実験 の予 想 され る結果 」、「そ の結果か ら

どんな ことが い えるか」を実験前 に記入す るよ うに

した 。 この こ とによ って、 見通 しを もち、実 験前

の 自分 の考 え に こだわ りを もって追究 活 動 を行 う

ことがで きた。 また 、実 験 の結果 を最 初 の 自分 の

見 通 しに照 らして考察 を加え ることがで きた。

② 多面的 な追究 がで きるよ うに …[仮 説 皿]

ア それぞ れ の視 点や方法 で追究す る

・呼 吸 を調 べ る実 験 を 「石 灰 水 で 」 「ろ うそ く

を燃 焼 させ て 」 「気 体 検 知管 で 」 と い うよ う

に いろ いろ な方 法 で追 究で き るよ うに した。

・予 想通 りの 結果 にな らな い場合 、方 法 を修正

して再 実験 を繰 り返 し行 うように した。

イ 友達 との情 報 交換 を通 して多面 的 に考 察 す る

嗅だ液 ・勧 きについて畔 岬 織 砦
1㍉ える。。.

編
騰

い

雷
鳶

豪

複
膠

r

一
引δ

渤

麗

髄

養
淑
謙

「

↑

・
、
實

ん

「
、
覧

　

るぺ

総1膝鱗;欝l
lフ,デ して寸で 淑 セ 甲
iた9しt;iini'こ 献

Sh、ttStt

貧記 呉 き

藻;誰 袖 、,、

た㍉ぽ
っ討 し良側

t†…x{tむ らミき智一

臨

だ 淑1ぎ捧 倣 んゐミん
劉 のtのげ 箪 鷹
?穫 くタ・噂 綾 化か
大 き1、Jeだ ヲ才風廷た9した洩

な に11、1罰'り成 分にな.たと

福 萩亡

・自分 とは異 な る方 法や視点で実験 した結果 を知 り、比較 ・検 討 し、自分の考察 を深 めた。

ウ 単元全体 の学習 内容 を多面的 に考 察す る

・「呼 吸」 と 「消化 ・吸収 」 を血液 の循 環 と関係 付 けて 人 と動物 のか らだの しくみや 働 き

を総合 的 に とらえ るよ うにした。

(2)「 水 溶液 の性質 とはた らき」(総 時数15時 間)

《指導 計画 の概 要》.【 第2次 】金属を変化 させる水溶液(5)

【第1次 】 気体が溶 けている水溶液(2)

ペ ッ トボ トル の中の水 に二酸化炭素を

入れ る と、ペ ッ トボ トルがへ こんで し

まう現象

【見通 しをもった多面 的な追究】

[難1灘翻
◎水溶液 ♂こは気 体が溶 けている ものがあ る。

◎ グ トマズ紙 を赤 脅 に変 化 させるr酸 倥ソ

の性質が あ る。
獅一 瀦「

アル ミニウム は くが塩酸(酸 性の水溶液)

によって溶か されて しま う現象

【見通 しを もった多面的な追究】

〔
・溶けた液 を蒸発 させる。
・溶けた液 を冷や してみる。

てきた い は アル ミニ ウムなの?

【見通 しをもった多面的な追究】

〔 ・白い粉 に電気 を通 してみ る。・白い粉 をもう一度塩酸 に溶か してみる。・白い粉 を水 に溶か してみる。 〕
◎水溶液 には金属 とふれあ うと金属 を変化さ

せるものがある。一
【第3次 】水溶液 の3つ の性質(3)

水酸化 ナ トリウム水溶液 にアル ミニ ウム を入れ、変化 の様子 を観察す る。

1ゆ塩酸以外 にもアルミニウムを溶かす水溶液がある。溶かした液は酸性 到
・アル ミニウムを溶 か した水酸化ナ トリウム水 溶液 はアルカ リ性 を示す

。

いろ い ろ な 溶 を 、 アル リ 、 の に ∠ 、し よ う!

　一
・水は中性 を示す 。提 示 した水溶液 を3つ の性質 に分類す る。

◎ リ トマス紙 の色の変 化 によ って酸 倥、アルカiJff、 中性の3つ の倥賀 に まとめ られ る。一
一23一



》r、.
【第4次 】自分の力を確か めよ う(2)

ll◆5つ の水溶液 を当て よう!

【見通 しをもった多面的な追究 】

縮灘警聖蕨論 駒.
(こ ういう実験をすればこういう結果にな り

、○○の水溶液であることが確かめ られる。)
◎学 習 してきてきた ことを生か し、多 面

的 に迫究 し、自分 のカ で水 溶液 を見 分

けることカfできる。

i【第5次 】自分の問題 に こだわ った実験(3)

1ゆ調 べ た い こと を計 画 し、 実 験 しよ う!1 、

i【 自ら問題 をつ くる】

i・ これ までの学習か ら調べた いこと
【見通 しを もって実験 をす る】
・アル ミニ ウム以外 のものは溶 けるのか。・
・身の回 りの水溶液 の性質 を調 べる。
・いろいろな指示薬(ブ ドゥジュース ・B

TB溶 液など)で 水溶液の性質 を調べ る。
・酸性 とアルカ リ性の水溶液 を混ぜ合わ

せ るとどうなるか。 な ど

① 問題意 識 を高 め るため に …[仮 説1]

・水 に二 酸 化 炭 素 を 入 れ る とペ ッ トボ トル が へ

こむ現 象 を見 て 、 気体 が水 に溶 け る と い う こ

れ までの考 え と矛盾 す る場面 を設定 した。

・塩 酸 によ って 金 属 が 溶 けて し ま う現 象 か ら、

溶 けて し まっ た ア ル ミニ ウム に注 目す る こと

で 「な くな った ア ル ミニ ウムは どこに い った ん

だ ろ う。」とい う問題 意識 を高め るよ うに した。

・酸 性 、 アル カ リ性 につ い て言 葉 と して 知 って

いる児童 は多 いが 、そ の内容 につ いては あ いま

いで あ る。 単 元 の 学 習 過程 にお いて リ トマ ス

紙 の 色変化 で 水溶 液 の性 質 を分 類 す る際 、 「酸

性 」 と 「ア ル カ リ性 」、 「中性 」 の水 溶液 を別

々 に提 示 し、 児 童 の 思 考 が混 乱 しな い よ うに

工 夫 した。

・学 習過 程 の 中で 「も っ と調 べて み た い こ と」

をカー ドに書 き、 そ の 中 か ら問題 をつ く り、

自分 の 問題 に こだ わ った 実験 をす る場 面 を設

定 した。

② 多 面的な 追究がで きる よ うに …[仮 説 皿]

ア それぞ れの視点や 方法 で追究 す る

・「二酸 化 炭 素 は水 に溶 けて い る のか?」 「な く

な った アル ミニ ウム は ど こにいった のか?」 「蒸

発 して 出 て きた 白い 粉 は ア ル ミニ ウム な の

か?」 とい う問 題 に対 して 、既 習事 項 を活 用

して(石 灰 水 を用 い て 、 気体 検 知管 で 、水 分

を蒸 発 させて 、 重 さ を量 って 、電 気 を通 して

…など)い ろ い ろな方 法 で実 験 を し、追究 した

結 果 を 自分な りの視 点で 考察 す るよ うにした。

イ 友 達 との情報交換 の場 を通 して多面的 に考 察す る

・自分 の結 果だ けで な く、 情報 交換 の中で友達 の実 験結果 を知 り、 自分 の取 り組 みにつ いて

客観 性 を もたせた り、結果 を総 合的 に とらえた りで きるよ うに した。

ウ これ までの学習成 果 を生か し、5つ の水溶液 を いろいろな視 点や方 法で分類す る場面 を

設定 した り(自 分 の 力 を試 す 「自己 評価」 の時 間 としての位 置 付 け)、 自分 で問題 をつ く

り追究 してい く(自 分 の問 題 に こだわ った実 験)時 間を設定 した りした。

4成 果 と課題

・「か らだのつ くりとはた らき」において、だ液 に代わ るア ミ ラーゼ を用 いて実 験 を行 ったが 、

「で んぷ ん を他 の もの に変 え る働 き」 が ある こ とに対 して、 だ液 と同様 に 「不 思 議」 「す ご

い」 という驚 き を感 じる こ とがで き、薬品 を使 って も 自然事象 を実感 す ることができ た。

・学習 カー ドに結果 まで 見通 した実験 の見通 しを記入 した ことで 、主体 的な活動が展 開で きた。

・情報 交換で 自分の結果 と比較 ・検 討す る ことで事 象 に対 しての考 え を深 め ることが で きた。

・多面 的な追究 場面 を考 えて い く中で、友 達 とのか かわ りの場面が大 切 であ ることが 分か った。

今後 は、学習過程 の様 々な場面 で の情報 交換 の形 態やそ の有効性等 につ いて研究 を進 め たい。

一24.
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